
１ 水性タイプで、溶剤系洗浄剤の

　   ような臭気がありません。

２ 鉱物油から動物油・植物油等、

　   油の種類を問わず洗浄できます。

３ 水で希釈して使える濃縮洗浄剤

　   なので経済的。

油汚れでお困りの床を    スッキリ洗浄 !

オイルオフクリーナーオイルオフクリーナー

４ 日常の清掃・メンテナンスから

　　 頑固な油汚れ落としまで、幅広

　   く活用できます。

５ 泡立ちが少なく作業性が良好。

６ 無リンタイプで水質汚染の

　   心配がありません。

無リン・強アルカリ洗浄剤

●油汚れ浸透しやすい溶剤成分　★油汚れを分解するアルカリ成分　●油汚れを水に取り込む界面活性剤

❸❷ ❹溶剤成分、アルカリ成分が

油汚れに素早く取り付き、

汚れに浸透し、連続して

分解・溶解します。

界面活性剤が分解した汚れを

取り除きます。
界面活性剤アルカリ成分

溶剤成分

❶

油泥汚れ
基材 基材 基材 基材

３つの成分で、頑固な油汚れも洗い流します。

日常の清掃・メンテナンスから、従来の中性洗剤では
落としきれなかった堆積した油汚れの除去まで、
床の洗浄が１つでできる画期的な水性洗浄剤が誕生 !
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１．水またはお湯で希釈して使用します。汚れの程度に応じて希釈倍率を変えてください。

２．洗浄剤を0.3～0.5kg/㎡散布し、5分程度放置してください。

３．油汚れの堆積が多い場所には多く散布し、放置時間も長めにしてください。

４．デッキブラシやポリッシャー、床洗浄機でこすり洗いし、油汚れを浮かせてください。

５．洗浄液をゴムレーキや水切り等で回収します。

６．きれいな水モップや床洗浄機等で水洗いをしてください。水洗いが不充分な場合、その後の

　　塗装でハジキを発生したり付着不良の原因となるので注意してください。（特に20倍以下で

　　希釈した場合は注意してください）

　※洗浄後は速やかに洗浄液を回収し、洗浄液が残らないように充分にすすぎを行ってください。�

・フロアトップオイルオフクリーナーは、強アルカリ性洗浄剤です。作業する際は保護眼鏡、ゴム製手袋、

　ゴム製保護衣を必ず着用してください。

・原液、容器および回収した洗浄水を廃棄する場合は、専門の廃棄物処理業者に業務委託してください。

・基材の材質が分からない床に使用する場合も目立たない部分で試験を行い、異常がないことを確認の上、

　ご使用ください。

・安全性や有害性に関する事項の詳細は、ＳＤＳ（安全データシート）でご確認ください。�

  

 

塗料事業部
〒174-0041  東京都板橋区舟渡3-9-6　TEL.03-3969-3125(直通)

■大 阪 支 店　℡.072-872-1222　■名古屋営業所　℡.052-914-3900
■仙台営業所　℡.022-249-7371　■広 島 営 業 所　℡.082-845-2202
■新潟営業所　℡.025-244-8011　■福 岡 営 業 所　℡.092-503-5200
■横浜営業所　℡.045-943-8911　■受注センター　℡.0480-65-1154

使用上の注意

▶▶ ▶

230604KO-②

使用方法

【希釈倍率の目安】（オイルオフクリーナー１に対して加える水量）
　  ①床汚れのメンテナンス　                30～100
　  ②全体に油が付着している　　          20～30
　  ③油でベタベタな状態                            10～20
　  ④油汚れが堆積している　　                   0～5 

・自動車整備工場、工作機械工場、
　食品工場、厨房等の床洗浄
・床塗装前の油汚れ処理
・工場、倉庫等のタイヤマーク除去
・日常の清掃、メンテナンス

用　途 容量・荷姿
ポリ容器・10㎏

・コンクリート、モルタル
・塗装仕上げ面 注1

適応基材

洗浄後の塗り床仕上げ
フロアトップアクア油面プライマーまたは
#500油面プライマーをご使用後、場面に応じた
フロアトップ各製品をご使用ください。

注1:塗料系仕上げ材の油除去を行う場合は、目立たない

　　部分で試験して、軟化や変色等の異常がないことを

　  確認してからご使用ください。特に10倍以下の希釈

　　で使用する場合は注意してください。


